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はじめに

ページ 2

 本資料は、 SuperHファミリ用C/C++コンパイラ(以降、SHC)の
プロジェクトを流用し、RH850ファミリ用コンパイラ(以降、
CC-RH)のプロジェクトへ移行する際のCS+プロジェクトの操作
方法について記述しています。

 本資料では、統合開発環境CS+、統合開発環境High-performance 
Embedded Workshop（以降、HEW）、CC-RHおよびSHCを対
象に説明しています。対象バージョンは以下の通りです。

− CS+ for CC V4.00.00 

− CC-RH V1.03.00

− HEW V4.09.01.007 

− SHC V.9.04 Release 03 本資料で説明

CS+プロジェクト
RLファミリ用

RL,78Kファミリ用

RXファミリ用

RH850ファミリ用

V850ファミリ用

HEWプロジェクト
RXファミリ用

SuperHファミリ用

R8C,M16Cファミリ用

R32Rファミリ用

H8SX,H8S,H8ファミリ用
プロジェクト

移行
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プロジェクト移行
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プロジェクトの移行方法

ページ 5

作成済みのHEWのSHC用プロジェクトをCC-RH用のCS+環境へ移行するには以下の2つの方法が
あります。本資料では主に方法1について説明します。

1. 既存プロジェクトの流用

SHC用HEWプロジェクトを流用してCC-RH用CS+の新規プロジェクトを作成

2. CS+で新規にプロジェクトを作成

作成済みのお客様のソースファイルでCC-RH用CS+のプロジェクトを作成し登録

内容 方法１ 方法２
ソースファイル登録 自動 手動
オプション設定 自動（一部のみ） 手動
ソースファイルと自動生成ファイル
との競合

プロジェクト生成後に変更の
必要あり

手動（登録時に考慮）
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CS+でHEWのプロジェクトを開く（１）

ページ 6

「e2 studio／CubeSuite／High-performance Embedded Workshop／PM+のプロジェクトを開く」
を選択。

High-performance Embedded Workshop 
V.4.07以降で作成した

ワークスペースを開くことができます。
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CS+でHEWのプロジェクトを開く（２）

ページ 7

HEW用ワークスペースファイル(*.hws)、またはHEW用プロジェクト・ファイル(*.hwp)
を選択 。
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CS+でHEWのプロジェクトを開く（３）

ページ 8

① プロジェクト変換設定ダイアログより、変換設定を行うプロジェクトを選択。
② 変換先プロジェクトで使用するマイクロコントローラ、セッションおよび

プロジェクトの種類、プロジェクト名、作成場所を設定 。

① ②
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CS+でHEWのプロジェクトを開く（４）

ページ 9

HEWのプロジェクトをCS+で読み込んだ直後のイメージ
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（参考）CS+の新規プロジェクト作成（１）

ページ 10

「新しいプロジェクトを作成する」を選択



© 2016 Renesas System Design Co., Ltd. All rights reserved. 

（参考） CS+の新規プロジェクト作成（２）

ページ 11

①マイクロコントローラ

②使用するマイクロコントローラ

を選択し、

③プロジェクト名及び作成場所

を指定後、

[作成]ボタンをクリックしてください。

①

②

③
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（参考） CS+の新規プロジェクト作成（３）

ページ 12

新規のプロジェクトが作成された直後のイメージ
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（参考） CS+の新規プロジェクト作成（４）

ページ 13

ツリーのファイルに、既存のソースファイルを追加してください。

また、新しいファイルを追加することも可能です。

①既存のファイルを追加、
または新しいファイルを追加

②プロジェクト・ツリーの「ファイル」
カテゴリにドラッグ&ドロップしても
追加できます。
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プロジェクト構成

ページ 14

HEW環境とCS+環境では、プロジェクト構成が異なります。CS+環境では、1プロジェクトに対して
複数のサブプロジェクトの構成です。

プロジェクトは、全て自由に作成可能
例) 各プロジェクトで＊.abs、＊.libを生成可能

プロジェクト間の親子関係を持たす事が可能
等々

プロジェクトは、ひとつ
それ以外は、プロジェクトに依存した
サブプロジェクトとして作成

ワークスペース

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

プロジェクト

サブプロジェクト

サブプロジェクト

サブプロジェクト
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プロジェクト構成例

ページ 15

HEWのワークスペースをCS+で開いた場合、プロジェクト構成は以下のようになります。

例）HEW
ワークスペースsample内に、
プロジェクトsample、
プロジェクトsample_projectAが
存在する。

例）CS+
プロジェクトsample内に、
サブプロジェクトsample_projectAが
存在する。



© 2016 Renesas System Design Co., Ltd. All rights reserved. 

オプションの自動変換（コンパイラ：１）

ページ 16

HEW上で指定したSHCのオプションに、CC-RHにおいて対応するオプションがある場合、オプ
ションを自動変換します。

機能
HEW(SHC) CS+(CC-RH)

設定箇所
オプション名

設定箇所
オプション名

タブ カテ
ゴリ プロパティ タブ カテゴリ プロパティ

追加インクルードファイル
ディレクトリのパス

コ
ン
パ
イ
ラ

ソ
ー
ス

[オプション項目
：インクルードファイルディレクトリ]

-include コ
ン
パ
イ
ル
・
オ
プ
シ
ョ
ン

プリプロセス

[追加のインクルード・パス] -I

コンパイル単位の先頭に
インクルードするファイル

[オプション項目
：デフォルトインクルードファイル] -preinclude [コンパイル単位の先頭にインク

ルードするファイル] -Xpreinclude

マクロ定義 [オプション項目：マクロ定義] -define [定義マクロ] -D

プリプロセッサ展開

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

[出力ファイル形式
：プリプロセッサ展開 プログラム]

-preprocessor 出力ファイル [プリプロセス処理したソースを出
力する：はい] -P

-Xpreprocess=line
プリプロセス [プリプロセス結果に行番号情報を

出力する：はい]

[出力ファイル形式
：プリプロセッサ展開 プログラム
(#line 出力抑止)]

-preprocessor
-noline

出力ファイル [プリプロセス処理したソースを出
力する：はい]

-P
プリプロセス [プリプロセス結果に行番号情報を

出力する：いいえ]
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オプションの自動変換（コンパイラ：２）

ページ 17

機能
HEW(SHC) CS+(CC-RH)

設定箇所
オプション名

設定箇所
オプション名

タブ カテ
ゴリ プロパティ タブ カテゴリ プロパティ

オブジェクト出力先
ディレクトリの指定

コ
ン
パ
イ
ラ

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

[オブジェクト出力ディレクトリ] -objectfile 共通
オプション

出力ファイル
の種類と場所

[中間ファイル出力フォルダ] -Xobj_path

オブジェクト形式 [出力ファイル形式：
アセンブリプログラム]

-code=
asmcode

コ
ン
パ
イ
ル

・
オ
プ
シ
ョ
ン

出力ファイル [アセンブリ・ソースファイルを出力
する]

-Xasm_option=
-Xprn_path

デバッグ情報の出力 [デバッグ情報出力] -debug デバッグ情報 [デバッグ情報を生成する：はい] -g

-nodebug [デバッグ情報を生成する：いいえ] 指定なし

リストファイルの出力 リ
ス
ト

[コンパイルリスト出力] -listfile アセンブル・
リスト

[アセンブル・リスト・ファイルを出
力する：はい]

Xasm_option=
-Xprn_pathア

セ
ン
ブ
ル

・
オ
プ
シ
ョ
ン

-NOListfile [アセンブル・リスト・ファイルを出
力する：いいえ]

指定なし



© 2016 Renesas System Design Co., Ltd. All rights reserved. 

オプションの自動変換（コンパイラ：３）

ページ 18

機能
HEW(SHC) CS+(CC-RH)

設定箇所
オプション名

設定箇所
オプション名

タブ カテ
ゴリ プロパティ タブ カテ

ゴリ プロパティ

最適化

コ
ン
パ
イ
ラ

最
適
化

[最適化：デバッグ用] -optimize=debug_only コ
ン
パ
イ
ル
・
オ
プ
シ
ョ
ン

最
適
化

[最適化レベル：デバッグ優先] -Onothing

最適化方法 [スピード優先]
[サイズ優先] 
[サイズ＆スピード]

-speed
-size
-nospeed

[最適化：なし] -optimize=0 [最適化レベル：規定の最適化を行う] -Odefault

最適化方法 [スピード優先]
[サイズ優先] 
[サイズ＆スピード]

-speed
-size
-nospeed

[最適化：あり]
最適化方法

[スピード優先] -optimize=1
-speed

[最適化レベル：実行速度優先] -Ospeed

[サイズ優先] -optimize=1
-size

[最適化レベル：サイズ優先] -Osize

[サイズ＆スピード] -optimize=1
-nospeed

[最適化レベル：実行速度優先] -Ospeed

-Ounroll=1
-Oinline=1

最
適
化

(

詳
細)

[ループ展開最大数：1」
[関数のインライン展開を行う：はい(指定関数の
み)」
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オプションの自動変換（コンパイラ：４）

ページ 19

機能
HEW(SHC) CS+(CC-RH)

設定箇所
オプション名

設定箇所
オプション名

タブ カテ
ゴリ プロパティ タブ カテ

ゴリ プロパティ

外部変数アクセス最適化
（モジュール間）

コ
ン
パ
イ
ラ

最
適
化

[外部変数アクセス最適化
：モジュール間]

-map コ
ン
パ
イ
ル
・
オ
プ
シ
ョ
ン

最
適
化(

詳
細)

[外部変数アクセスの最適化を行う：はい
(モジュール間で最適化）]

-Omap

外部変数アクセス最適化
（モジュール内）

[外部変数アクセス最適化
：モジュール内]

-smap [外部変数アクセスの最適化を行う：はい
(モジュール内で最適化）]

-Osmap

switch 文展開方式 [swich文展開：If Then] -case=Ifthen 出
力
コ
ー
ド

[switch文の出力コードの選択：if-else] -Xswitch=ifelse

[swich文展開：Table] -case=Table [switch文の出力コードの選択：テーブル分岐] -Xswitch=table

自動インライン展開の制御

<

詳
細> 

タ
ブ
：[

イ
ン
ラ
イ
ン
展
開]

[自動インライン展開
：デフォルト]

-inline 最
適
化(

詳
細)

[関数のインライン展開を行う：はい(自動判別)]
[インライン展開サイズの最大増加率：100]

-Oinline=2 
-Oinline_size=100

[自動インライン展開
：カスタム]
[最大値：number]

-inline=<number> [関数のインライン展開を行う：はい(自動判別)]
[インライン展開サイズの最大増加率：number]

-Oinline=2 
-Oinline_size=
<number>
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オプションの自動変換（コンパイラ：５）

ページ 20

機能
HEW(SHC) CS+(CC-RH)

設定箇所
オプション名

設定箇所
オプション名

タブ カテゴリ プロパティ タブ カテ
ゴリ プロパティ

外部変数の
volatile 化

コ
ン
パ
イ
ラ

最
適
化

<

詳
細>

タ
ブ

：[

外
部
変
数]

[外部関数のvolatile化] -GLOBAL_Volatile=0
-GLOBAL_Volatile=1

コ
ン
パ
イ
ル
・
オ
プ
シ
ョ
ン

Ｃ
言
語

[外部変数をvolatile化する：いいえ]
[外部変数をvolatile化する：はい]

指定なし
-Xvolatile

命令並べ替え [命令並び替え：抑止] -SChedule=0 最
適
化(

詳
細)

[パイプライン最適化を行う：いいえ] -Opipeline=off

[命令並び替え：有効] -SChedule=1 [パイプライン最適化を行う：はい] -Opipeline

ループ展開

<

詳
細>

タ
ブ

：[

そ
の
他]

[ループ展開：有効] -loop [ループ展開最大数：4] -Ounroll=4

[ループ展開：無効] -noloop [ループ展開最大数：0] -Ounroll=0

ループ展開の最
大展開数を指定

[ループ最大展開数：number] -max_unroll=number [ループ展開最大数：number] -Ounroll=number

ポインタ指示先
の型を考慮した
最適化

[ポインタ指示先の型を考慮
した最適化]

-ALIAS=ANSI Ｃ
言
語

[ANSI規格に厳密に合わせてコンパイル
する：はい]

-Xalias=ansi

列挙型サイズの
自動選択

そ
の
他

[その他のオプション]
[列挙型サイズの自動選択]

-auto_enum [enumの型：自動] -Xenum_type=auto

文字列内の文字
コード

[ユーザ指定オプション]
-euc
-sjis

-euc
-sjis

文
字

コ
ー
ド

[文字コード：EUC]
[文字コード：SJIS]

-Xcharacter_set=euc_jp
-Xcharacter_set=sjis
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オプションの自動変換（ＣＰＵ）

ページ 21

機能
HEW(SHC) CS+(CC-RH)

設定箇所
オプション名

設定箇所
オプション名

タブ プロパティ タブ カテ
ゴリ プロパティ

ビットフィールド
並び順指定

Ｃ
Ｐ
Ｕ

[ビットフィールドメンバを下位bitから格納] -BIt_order=Left

-BIt_order=Right

コ
ン
パ
イ
ル
・
オ
プ
シ
ョ
ン

出
力
コ
ー
ド

[ビット・フィールド・メンバの並び順：左から
割り付け]
[ビット・フィールド・メンバの並び順：右から
割り付け]

-Xbit_order=left

-Xbit_order=right

構造体、共用体、
クラスメンバのア
ライメント数

[構造体メンバの境界調整数を1 とする] -PACK=1
-PACK=4

[構造体パッキングを行う：1バイト]
[構造体パッキングを行う：4バイト]

-Xpack=1
-Xpack=4
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オプションの自動変換（アセンブラ）

ページ 22

機能
HEW(SHC) CS+(CC-RH)

設定箇所
オプション名

設定箇所
オプション名

タブ カテ
ゴリ プロパティ タブ カテ

ゴリ プロパティ

インクルードファ
イルパス名を指定

ア
セ
ン
ブ
ラ

ソ
ー
ス

オプション項目：[インクルードファイル
ディレクトリ]

-include ア
セ
ン
ブ
ル
・
オ
プ
シ
ョ
ン

プ
リ
プ
ロ
セ
ス

追加のインクルード・パス -I

置換シンボルの定
義

オプション項目：[シンボル定義] -define 定義マクロ -D

デバッグ情報 オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

デバッグ情報出力：[デバッグ情報出力あり]
デバッグ情報出力：[デバッグ情報出力なし]

-debug
-nodebug

デ
バ
ッ
グ
情
報

[デバッグ情報を生成する：はい]
[デバッグ情報を生成する：いいえ]

-g
指定なし

リストファイルの
出力

リ
ス
ト

[アセンブルリスト出力] -list

-nolist

ア
セ
ン
ブ
ル
・

リ
ス
ト

[アセンブル・リスト・ファイルを出力する：
はい]
[アセンブル・リスト・ファイルを出力する：
いいえ]

-Xprn_path

指定なし

ソースファイル内
の
文字コード

そ
の
他

ユーザ指定オプション
-euc
-sjis

-euc
-sjis

文
字
コ
ー
ド

[文字コード：EUC]
[文字コード：SJIS]

-Xcharacter_set=euc_jp
-Xcharacter_set=sjis
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オプションの自動変換（リンカ：１）

ページ 23

機能
HEW(SHC) CS+(CC-RH)

設定箇所
オプション名

設定箇所
オプション名

タブ カテ
ゴリ プロパティ タブ カテ

ゴリ プロパティ

入力ファイルを指定 最
適
化
リ
ン
カ

入
力

オ
プ
シ
ョ
ン
項
目

ライブラリファイル -LIBrary リ
ン
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン

ラ
イ
ブ
ラ
リ

使用するライブラリ・ファイル -LIBrary

リロケータブルファイル/オブジェ
クトファイル

-Input 入
力
フ
ァ
イ
ル

オブジェクト・ファイル -Input

バイナリファイル -Binary バイナリ・ファイル -Binary

未定義シンボルの定義 シンボル定義 -DEFine シンボル定義 -DEFine

実行開始アドレスを指定 [エントリポイント] -ENTry 出
力
コ
ー
ド

[実行開始アドレスを指定する：はい] -ENTry
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オプションの自動変換（リンカ：２）

ページ 24

機能
HEW(SHC) CS+(CC-RH)

設定箇所
オプション名

設定箇所
オプション名

タブ カテ
ゴリ プロパティ タブ カテ

ゴリ プロパティ

出力形式を指定 最
適
化
リ
ン
カ

出
力

出
力
形
式

アブソリュート(ELF/DWARF) -Form=Absolute 対応箇所なし（デフォルト） -Form=Absolute

リロケータブル -Form=Relocate ラ
イ
ブ
ラ
リ
生
成

オ
プ
シ
ョ
ン

出
力
フ
ァ
イ
ル

[出力ファイル・フォーマット：リロ
ケータブル・ファイル]

-Form=Relocate

システムライブラリ -Form=Library=S [出力ファイル・フォーマット：システ
ム・ライブラリ・ファイル]

-Form=Library=S

ユーザライブラリ -Form=Library=U [出力ファイル・フォーマット：ユー
ザ・ライブラリ・ファイル]

-Form=Library=U

HEX(ELF/DWARFアブソリュー
ト付き)

-Form=
Hexadecimal

ヘ
キ
サ
出
力
オ
プ
シ
ョ
ン

ヘ
キ
サ
・
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

[ヘキサ・ファイル・フォーマット：イ
ンテル拡張ヘキサ・ファイル]

-Form=
Hexadecimal

Sタイプ(ELF/DWARFアブソ
リュート付き)

-Form=Stype [ヘキサ・ファイル・フォーマット：モ
トローラ・Ｓタイプ・ファイル]

-Form=Stype

バイナリ(ELF/DWARFアブソ
リュート付き)

-Form=Binary [ヘキサ・ファイル・フォーマット：バ
イナリ・ファイル]

-Form=Binary
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オプションの自動変換（リンカ：３）

ページ 25

機能
HEW(SHC) CS+(CC-RH)

設定箇所
オプション名

設定箇所
オプション名

タブ カテ
ゴリ プロパティ タブ カテ

ゴリ プロパティ

デバッグ情報 最
適
化
リ
ン
カ

出
力

[デバッグ情報：出力(出力ファイル内)]
[デバッグ情報：なし]

-DEBug
-NODEBug

リ
ン
ク
・

オ
プ
シ
ョ
ン

デ
バ
ッ
グ

情
報

[デバッグ情報を出力する：はい]
[デバッグ情報を出力する：いいえ]

-DEBug
-NODEBug

レコードサイズ統一 レコードサイズ統一 -Record ヘ
キ
サ
出
力

オ
プ
シ
ョ
ン

ヘ
キ
サ
・

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

レコードサイズを統一する -RECord

データレコードのバイ
ト数指定

データレコード長 -BYte_count [データ・レコードのバイト数を指定する：はい] -BYte_count

空きエリアへの出力値
の指定

オ
プ
シ
ョ
ン
項
目

空きエリア出力指定 -Space 出力範囲のメモリの空き領域をデータで充てんする -SPace

出力ファイルを指定 出力ファイル -Output リ
ン
ク
・
オ
プ
シ
ョ

ン 出
力

フ
ァ
イ
ル

[出力フォルダ]
[出力ファイル]

-Output

外部シンボル割り付け
情報ファイル

出力ファイル
[外部シンボル割り付け情報ファイ
ル出力]

-Map 最
適
化

(

詳
細)

[外部シンボル割り付け情報ファイルを出力する] -MAp



© 2016 Renesas System Design Co., Ltd. All rights reserved. 

オプションの自動変換（リンカ：４）

ページ 26

機能
HEW(SHC) CS+(CC-RH)

設定箇所
オプション名

設定箇所
オプション名

タブ カテ
ゴリ プロパティ タブ カテ

ゴリ プロパティ

インフォメーション
メッセージ

最
適
化
リ
ン
カ

出
力

オ
プ
シ
ョ
ン
項
目

メッセージ出力指定
[インフォメーションレベルメッ
セージ抑止]

-Message

-NOMessage

リ
ン
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン

メ
ッ
セ
ー
ジ

[インフォメーション・メッセージの
出力を有効にする：はい]
[インフォメーション・メッセージの
出力を有効にする：いいえ]

-Message

-NOMessage

参照されない定義シンボル
の通知

メッセージ出力指定
[参照されない定義シンボルの通知]

-MSg_unused [参照されない定義シンボルを通知す
る：はい]

-MSg_unused

セクション終端に
パディング

パディング -PADDING 出
力

コ
ー
ド

[セクション終端にパディング・デー
タを埋め込む：はい]

-PADDING

リストファイル出力を指定 リ
ス
ト

リンケージリスト出力 -LISt リ
ン
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン

リ
ス
ト

リンク・マップ・ファイルを出力する -LISt

リストファイルの出力情報
を指定

[出力方法：すべて]

[出力方法：カスタム]
[リスト内容]
シンボル情報
参照回数
セクション情報
クロスリファレンス情報
合計セクションサイズ

-Show=ALL

-Show=Symbol
-Show=Reference
-Show=Section
-Show=Xreference
-Show=Total_size

[リンク・マップ・ファイルを出力す
る：はい(リスト内容=すべて)]

[リンク・マップ・ファイルを出力す
る：はい(リスト内容=選択)]
シンボル情報を出力する
シンボルの参照回数を出力する
セクション情報を出力する
クロス・リファレンス情報を出力する
セクションの合計サイズを出力する

-Show=ALL

-Show=Symbol
-Show=Reference
-Show=Section
-Show=Xreference
-Show=Total_size



© 2016 Renesas System Design Co., Ltd. All rights reserved. 

オプションの自動変換（リンカ：５）

ページ 27

機能
HEW(SHC) CS+(CC-RH)

設定箇所
オプション名

設定箇所
オプション名

タブ カテ
ゴリ プロパティ タブ カテ

ゴリ プロパティ

アドレス整合性のチェック 最
適
化
リ
ン
カ

ベ
リ
フ
ァ
イ

アドレス整合チェック -Cpu リ
ン
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン

ベ
リ
フ
ァ
イ

[セクションの割り付けアドレスをチェック
する：はい]

-Cpu

スタック情報ファイル そ
の
他

そ
の
他
の
オ
プ
シ
ョ
ン

スタック情報ファイル(sni)出力 -STACk そ
の
他

[スタック情報ファイルを出力する：はい] -STACk

メモリ使用量削減指定 入力ファイルロード時のメモリ使
用量削減

-MEMory [メモリ使用量を削減する] -MEMory

デバッグ情報圧縮 デバッグ情報圧縮 -COmpress
-NOCOmpress

デ
バ
ッ
グ

情
報

[デバッグ情報を圧縮する：はい]
[デバッグ情報を圧縮する：いいえ]

-COmpress
-NOCOmpress

S9レコードを常に出力 S9 レコードを終端に出力 -S9 ヘ
キ
サ
出
力

オ
プ
シ
ョ
ン

ヘ
キ
サ
・

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

[S9レコードを終端に出力する：はい] -S9
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オプションの自動変換（リンカ：６）

ページ 28

機能
HEW(SHC) CS+(CC-RH)

設定箇所
オプション名

設定箇所
オプション名

タブ カテ
ゴリ プロパティ タブ カテ

ゴリ プロパティ

メッセージレベルの変更 最
適
化
リ
ン
カ

そ
の
他

ユ
ー
ザ
指
定
オ
プ
シ
ョ
ン

-CHange_message -CHange_message リ
ン
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン

メ
ッ
セ
ー
ジ

[インフォメーション、ワーニング・メッ
セージをエラーメッセージに変更する]

-CHange_message

ローカルシンボル名秘匿指定 -Hide -Hide デ
バ
ッ
グ

情
報

[ローカル・シンボル名情報を消去する] -Hide

合計セクションサイズの表示 -Total_size -Total_size そ
の
他

合計セクション・サイズを表示する -Total_size
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ご注意

ページ 29

HEWが自動生成するスタートアップファイルは使用できませんので、削除してください。
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ビルド
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ビルド環境の管理

ページ 31

HEW環境とCS+環境では、オプション設定の管理方法が異なります。

コンフィグレーションと言う単位で
ビルドオプションを保存
コンフィグレーションは、任意に追加
することが可能

ビルドモードと言う単位で
オプションを保存
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ビルドオプションの設定

ページ 32

CS+では、プロパティでビルドオプションを指定します。
“タブ” → ”カテゴリ“ → etc の
順に指定し設定箇所を表示

“タブ”を指定するだけで
全ての設定を表示

オプションの説明も有り
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リンク順の設定

ページ 33

HEW環境でのリンク順のデフォルトはファイル名のASCII順ですが、CS+環境では内部
管理順であるため、リンク順が異なります。

注 ビルド結果に影響

デフォルトはASCII順

カスタマイズも可能

デフォルトは、内部管理順
High-performance Embedded Workshop環境と
一致させるには並び替えが必要
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ビルドメニュー

ページ 34

設定オプションの一覧の表示も可能

ビルド機能の対比

・ビルド
・すべてをビルド
・複数ビルド

・クリーン アクティブ
プロジェクト

・クリーン 全プロジェクト

・すべての依存環境を更新

・ビルドの構成

・ビルド・プロジェクト
・リビルド・プロジェクト
・バッチ・ビルド

・クリーン・プロジェクト

・依存関係の更新

・ビルド・モードの設定
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ビルド・リビルド

ページ 35

[ビルド]メニューまたは、以下のボタンから実行可能です。

ビルド リビルド
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